
「実社会で活用できるコミュニケーション力の育成」

「自信をもち自分の力を発揮する子」

岳洋学舎「学びの庭」構想小中一貫教育グランドデザイン

取組の柱（育てたい力）

学舎教育目標（目指す子供像）

主体性 人間関係形成能力 くらべる力

主体性 人間関係形成能力 くらべる力

中

３

２

１

学舎９年生としての姿

自分、学級、学校、
地域社会をよりよく
するために、自分事
として物事に取り組
もうとする

自分と他人の違いに
気付き、認めようと
する

比較することで、
よりよい自分の考え
をもつ

小

６

５

４

３

学舎６年生としての姿

自分、学級、学校を
よりよくするために、
自分事として学習や
活動に取り組もうと
する

相手の思いや考えを
受け止め、自分の考
えを伝え、理解し合
おうとする

くらべることで、
自分の考えをもつ

小

２

１

学舎２年生としての姿

自分、学級、学校を
よりよくするために、
進んで学習や活動に
取り組もうとする

自分の思いや考えを
伝えるだけでなく、
相手の思いや考えを
受け止めようとする

くらべることで、
自分の考えをもつ

A
Ｂ

Ｃ

地域との連携・協働
・地域の人から学ぶ
・地域の材を生かし
た取組
・学習補助
・読み聞かせ
・環境整備
・すてきなあいさつ
運動 等

岳洋中学校

小笠北、小笠東、小笠南小学校

一貫（岳洋型）カリキュラム
・３つの力を育成する９年間
を見通したカリキュラム
・ソーシャルスキルトレーニング
・情報活用能力段階票を用い
た系統的な指導 等

魅力ある学校づくり
・教職員による
居場所づくり
・児童生徒による
絆づくり
・子供の声調査をも
とに取組を改善・
実施（ＰＤＣＡサ
イクルの確立）
・小７中０年生の
取組

P D

CA

授業づくり
・各教科等で３つの力を
育成する授業を実践
・「くらべる」がある授業づ
くり（ⅠＣＴ、思考ツール活用）
・板書の統一

小小・小中連携
・総合的な学習の成果交流
・中０小７の取組
・連携した保健指導
・特別支援学級交流会
・中学校授業体験
・部活動見学会 等

10の成果指標

進める組織 岳洋学舎運営協議会、学舎コーディネーター（教育委員会）、事務局、校長会
教頭会、教務会、６部会（研修、魅力、特別支援、情報リテラシー、養護教諭、事務）

力の基礎づくり

ゆるやかな接続

実社会での活用


